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（一報　   二報 　  三報 ） 所    名　 東京 ＳＣ

発生日時 11 月 9 日 7 時 00 分頃
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（災害発生状況）
 11/9 07:30 JM渡辺が雨天の為、現地を点検、外部より確認したところ、工事部地下の歯科医院の天井部

から雨漏れしていたので 現地の管理者：二幸産業様と一緒に対応、応急処置を開始した。
発 天井内の調査により、既存スラブのクラック、脆弱部から漏水していることが判明した。

　09:30 歯科医院：院長様が出勤された。JM渡辺から雨漏れの状況を報告したところ、本日の営業中止を
判断され、来院予定の患者様に連絡頂いた。

　16:00 高野SC長代理が現地到着、今後への対応を始めた。（機器養生、浸水受けによる集水処置等）
　17:00 JM本社技術部：吉村部長が現地到着。院長様へご報告と、今後の対応について説明。

生  11/10 09:00 吉村部長の現地点検により、まだ水が垂れていることを確認したので、水替作業を開始した。
　17:00 院内への浸水が治まったことで室内の消毒・清掃、天井復旧、歯科機器の稼働点検を開始した。
　18:15 院長先生に医療機器の動作・試運転により正常稼働を確認した。換気扇も正常稼働。消毒段取り。
　20:30 消毒及び什器の復旧が完了し、明日の営業再開が確認できた。

天井貼替は、再来週予定（11//22週）となりました。
状

（根本原因）
 ・作業計画において養生を含めた期間中の降雨を考慮した計画がされないまま作業が開始されたこと。
（再発防止策）
 ・降雨の排水処置を先行した作業手順を顧客に承認いただき、工事分割等で作業を進めます。
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顧  ・ﾃﾅﾝﾄの歯科医院長様、店長様へ報告と謝罪済 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞

客  ・本社：梅北から西友：上村様へ報告、謝罪  ・日々の進捗、連絡にる連携により再発させない
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ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。

被　災　者　氏　名

―

8,390,000 円（税抜き）

事  前  説  明
実施状況 済

事前説明の対象者

傷病程度

― ― ― ― ―

年齢 所　属

発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

家族の状況 

J
M
最
終
ア

ク
シ

ョ
ン

一報受付
時間

処　 理 

工事番号 210030338 SC,ST長名

所在地
埼玉県所沢市小手指町1-
25-8

事前説明の実施日 令和3年10月13日

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

住　　　　　所

―

電話 04-2923-6211

発注者 合同会社　西友

請負額

高橋誠人 SC,ST名 東京ＳＣ

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　 H 7. 2. 22

H 27.6.15

報告書作成 11 月 10 日 20 時 50 分　

工事名
西友　小手指店
建物防水工事

工   期  2021年 10月 24日～ 11月 30日 進捗率 15
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【写真】

災害発生状況図（平面図）

歯科医院

屋上施工

屋上 保護コン撤去

西友から提示された施工範囲図

脆弱部(貫通部穴跡) からも浸水スラブクラックから浸水



災害発生状況図（平面図）

歯科医院 浸水汚損状況

歯科医院 浸水汚損状況歯科医院 浸水汚損状況

ＪＭの本件工事の前に計画されていた漏水改修工

歯科医院 消毒・清掃完


